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Ⅰ．はじめに

　沖縄本島北部地域は別名ヤンバルと呼ばれる起伏に富んだ山地
森林地帯である。同緯度で亜熱帯島嶼の森林が残されている地域
は世界的に見ても少ない。この森林には地域固有の生物種が数多
く見つかっているとともに，今後も貴重な生物資源の宝庫として
維持し，利用していくことが期待されている。
　一方，北部地域は沖縄県の木材生産拠点であり，古くから用材
および薪炭のために伐採が行われてきた（1）。近年では化石燃
料に代わられ，生産量は少ないが，北部地域では数少ない産業で
あることに変わりはない。さらに，この地域の沖縄における最も
重要な役割は水源地としての機能である（2）。沖縄本島では中
南部に人口が集中し増加しているが，ほとんどの水を北部の７基
のダムからの輸送に頼っている。もし仮に北部森林が衰退し，水
源涵養機能が低下した場合，すぐに渇水などの大きな問題になる
ことが予想される（3）。
　このように沖縄本島北部地域の森林は貴重な動植物の生息域で
はあるが，林業，ダム開発の手を免れることはできない難しい状
況に置かれている。したがってこの森林地域を維持するためには，
早期に同地域の現況を把握し，厳格にリスク管理を行われなけれ
ばならない。しかしながら，北部森林における物理的な気象環境
に関する研究はこれまでほとんど行われていない。例えば，皆伐
施業や林道開設によって隣接する森林がどのような影響を受ける
のか，具体的かつ基礎的な気象要素を観測し，解析した研究は見
当たらない。
　そこで本研究では，沖縄本島北部地域の森林における気象環境
を明らかにする目的で，沖縄本島北端部・西銘岳周辺に新たに気
象観測露場を設置し，各種気象要素の観測を開始した。今回は初
期的に得られた気温および降雨量に関するデータを速報として報
告する。

Ⅱ．調査地および方法

１．調査地
　沖縄本島北部は中央の山稜の両側に河川が分布する地形となっ
ている。気象観測露場はその稜線の北端に位置する国頭村の西銘
岳山頂から約 500 m 北側のチヌフク林道沿いに設置した（図－
１）。設置場所は林道建設時に造成された残土上で，直近の林道
よりも約８m高い（写真－１）。
　西銘岳周辺は昭和 60 年に沖縄県の鳥獣保護区として指定され，
沖縄の固有種であるノグチゲラやヤンバルクイナなどが多く棲息
する森林となっている。また，この地域より約３kmの東には森
林施業履歴の少ない比較的保全された林分が残存している。本露
場はこれらの森林地域に隣接する初めての気象観測露場となる。
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図－１．露場の位置（昭文社スーパーマップルデジタル９）
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２．各気象要素の観測
　2009 年３月 17 日に露場の設営が完了し，各種気象要素の観測
が開始された。
　降水量は，露場内に転倒升式雨量計（ウィジン社U-Dot，１転
倒 0.5 mm）を設置し観測した。雨量計は周りの立木などによる
降雨の遮蔽を避けるため地上約 1.5 m に設置した（写真－１）。
また，今回は報告しないが，降水量に関しては，この地域に量水
サイトを２箇所設け，さらに遮断プロットにより，樹冠遮断量，
樹冠通過雨量，樹幹流下量を 2009 年６月より観測開始し，森林
樹冠における降雨配分特性も併せて調査している（4）。
　風向風速，日射，温湿度の各センサーは基礎ブロックおよびコ
ンクリートで固定された三脚を利用し設置した（写真－１）。日
射計（DeltaOHM 社，LP PYRA03），風向風速計（MetOne 社，
034B）は南北方向に伸びたアームにそれぞれ取り付け（地上約
３m）， 温 湿 度 計（Vaisala 社，HMP- 45A， 精 度 ± 0.2 ℃
@ 20 ℃）は直接三脚に固定した（地上約 1.5 m）。
　降雨量，風向風速，日射，温湿度の各データはそれぞれデータ
ロガー（Campbell 社，CR-1000）に記録され，10 分，１時間，１
日，または１月単位の値に整理し，解析した。今回の速報では主
に気温および降雨量について報告する。

Ⅲ．結果と考察

　図－２に観測期間における気温および降雨量の変化を示す。今
回設置した西銘岳観測露場のデータと，同時期に名護および奥で
観測されたデータ（気象庁AMeDAS）を比較した。
　その結果，西銘岳露場では観測期間を通じて日平均気温が低
かった。特に 2009 年で最も高い日平均気温を示した８月３日で
は，名護では 31.2 ℃だったのに対し，奥では 28.2 ℃，西銘では
27.5 ℃で，夏期に大きな気温差が見られた。
　月別降雨量は名護よりも奥，西銘で多く観測され，雨量の比較
的多い梅雨期（５－６月）で差が顕著であった。さらに 2009 年
10 月の雨量は名護では 287 mm，奥では 601 mm，西銘では
719 mmと，２倍以上の違いが見られた。この時期には沖縄本島
に二度台風が接近したことから，一過性の大雨での降雨強度に局
地性があったことが示唆される。

　これらの気温および降雨量の違いについては各地点の標高（西
銘 296 m，名護６m，奥 232 m）に加え，周辺の地形が影響して
いると考えられる。奥観測所は西銘岳露場からわずか３kmほど
の距離の山中であり，条件的には類似している。一方，名護観測
所は西銘岳露場からは約 40 km離れた市街地平野部の，海岸ま
で約 300 mの位置にある。
　図－３は 2009 年 4 月から 2010 年３月までの西銘岳観測露場に
おける１年間の総降雨量を，沖縄北部の各地点の雨量および標高
と共に示す。奥，国頭，名護は気象庁AMeDAS，与那覇，安波，
伊湯，福地，東は国土交通省水文水質データベースより引用した。
地図上の各地点の円の大きさが降雨量の多さを表している。この
観測期間では西銘岳観測露場において最も多くの降雨量
（2801 mm）が見られた。これは標高の高い与那覇岳（降雨量
2496 mm）や伊湯岳（降雨量 2303 mm）の観測地点よりも多い。
また，与那覇岳から西銘岳までは直線距離にして約 20 kmしか
ない。
　このように北部地域では比較的多くの降雨量が見られるが，そ
の分布は単純に標高だけでは説明できないと考えられる。高原ら

写真－１．気象観測露場の様子 図－２．観測期間における気温および降雨量の変化
（April 2009-July 2010）

図－３．観測期間における総降雨量
（April 2009-March 2010）
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（5）は屋久島で 17 地点の降水量を比較したところ，海岸沿いか
ら内陸に２～３km入るだけで年平均降水量が 1,000 mm以上増
加していること，また海岸沿いであっても方角によって 2,000 mm
程度の差が見られることを報告している。したがって，雨量の局
地性には地形や気圧配置などに起因する風向風速の影響が大きい
ことが予想される。しかし，屋久島の報告（5）および沖縄本島
北部に多数見られる国土交通省の水文水質データベース観測地点
においても降雨量以外の気象要素は観測されておらず，局地性の
解明には風向風速などを含めた様々なデータの蓄積が必要である。
今後さらに西銘岳露場において観測を継続することによって，雨
量局地性の季節変動や地形の影響などについての理解につながる
と考えられる。

Ⅳ．結　論

　沖縄本島北部地域の森林における気象環境を明らかにする目的
で沖縄本島北端部・西銘岳周辺に新たに気象観測露場を設置し各
種気象要素の観測を開始した。初期的に得られたデ－タを解析し
たところ，西銘岳観測露場の気温は一年を通じて名護および奥よ
りも低く，特に夏期で大きな差があった。北部山岳地域の雨量分
布には局地性が見られ，今回の期間では西銘岳露場において最も

多い降雨量が観測された。以上の初期的な知見から，今回設置し
た西銘岳観測露場は北部森林の気象環境を知る上で有用と考えら
れる。
　今後は，同露場の観測データから，西銘岳鳥獣保護区を取り巻
く気象環境について重要な事象を発見していくことで，貴重な亜
熱帯島嶼の森林の保全，利用につながることが期待される。
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